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田
代
副
市
長
（
左
）
に
感
謝
状
受
賞
を
報
告
す
る

（
右
か
ら
）
勝
部
会
長
、
小
山
事
務
局
長

副
市
長
に
喜
び
報
告

師
饗
水
質
保
全
で
知
事
感
謝
状

い
わ
で
水
と
緑
の
交
流
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
日
月
2
4
日
、
盛

岡
市
）
で
一
関
市
大
東
町
大

原
の
下
内
野
自
治
会
が
「
水

と
緑
を
守
り
育
て
る
活
動
知

事
感
謝
状
」
を
受
け
4
日
、

醍
係
著
が
田
代
喜
久
副
市
長

に
喜
び
を
報
告
し
た
。

同
会
は
1
9
8
9
年
に
鰭

成
し
、
砂
鉄
川
上
流
で
潜
流

化
の
活
動
を
展
開
。
カ
ジ
カ

が
す
め
る
環
境
に
す
る
た
め

9
4
年
か
ら
毎
年
夏
に
石
磨
き

大
会
を
開
催
し
、
首
都
圏
の

学
生
と
の
水
環
境
学
習
交
流

を
続
け
て
い
る
。
活
動
を
通

じ
住
民
、
学
生
ら
の
水
質
保

全
意
識
高
揚
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

同
日
は
勝
部
欣
一
会
長
、

小
山
隆
人
事
務
局
長
が
市
役

所
を
訪
問
。
勝
部
会
長
は

「
石
磨
き
大
会
を
2
0
回
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
地

域
住
民
や
学
生
の
協
力
の
お

か
伊
。
今
後
も
清
流
化
の
活

動
と
学
生
と
の
交
流
を
継
続

し
て
い
き
た
い
」
と
報
告

し
、
小
山
事
務
局
長
も
「
石

磨
き
大
会
に
は
1
回
目
か
ら

毎
年
来
て
い
る
人
や
、
家
庭

を
持
っ
て
子
供
を
連
れ
て
来

る
人
も
い
る
。
今
年
は
7
月

2
6
日
の
豪
雨
も
あ
り
心
配
し

た
が
、
無
事
開
催
で
き
た
」

と
語
っ
た
。

田
代
副
市
長
は
「
長
年
の

潜
流
化
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
と
思
う
。
川
を
ベ
ー
ス
に

地
域
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
て

お
り
、
市
も
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
い
い
例
と
し
て
波
及

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
た
た

え
た
。
同
感
謝
状
は
今
回
、

4
団
体
が
受
賞
し
た
。


